
内
閣
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質
一
五
九
第
一
一
八
号

平
成
十
六
年
九
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
警
察
の
文
書
廃
棄
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
日
受
領

答
弁
第
一
一
八
号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
警
察
の
文
書
廃
棄
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
三
月
二
十
四
日
に
警
察
庁
内
部
部
局
、
各
附
属
機
関
、
各
地
方
機
関
及
び
各
都
道
府
県
警
察
に
対
し
、
同
年

同
月
末
日
に
保
存
期
間
の
満
了
す
る
平
成
十
年
度
の
会
計
文
書
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
保
存
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

二
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
指
示
後
に
平
成
十
年
度
の
会
計
文
書
を
亡
失
し
、
又
は
廃
棄
し
た
警
察
職
員
の
所
属
、
当
該

事
案
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
が
平
成
十
六
年
七
月
に
行
っ
た
調
査
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

別
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
指
示
の
内
容
を
知
り
な
が
ら
、
会
計
文
書
の
廃
棄
に
当
た
り
、
関
係
職
員
に
対
し
て
平
成
十

年
度
の
会
計
文
書
を
保
存
す
る
よ
う
適
切
に
指
示
を
行
わ
な
か
っ
た
者
は
い
た
が
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
指
示
に
故

意
に
反
し
て
廃
棄
し
た
者
は
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
�
、
�
及
び
１０
に
つ
い
て

一



警
察
に
お
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
指
示
後
に
平
成
十
年
度
の
会
計
文
書
を
廃
棄
す
る
事
案
が
発
生
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
指
示
後
に
平
成
十
年
度
の
会
計
文
書
を
誤
っ
て
廃
棄
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に
刑
罰
法
令
に
抵

触
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
警
察
に
お
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
又
は
地
方
公
務
員

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
の
懲
戒
処
分
事
由
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
れ
ば
、
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

な
お
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
指
示
後
に
平
成
十
年
度
の
会
計
文
書
を
廃
棄
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
九
州
管
区
警
察

局
、
宮
城
県
警
察
、
警
視
庁
及
び
広
島
県
警
察
に
お
い
て
計
六
名
が
戒
告
処
分
と
な
っ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
九
州
管
区
警
察
局
か
ら
保
存
期
間
満
了
前
の
会
計
文
書
を
廃
棄
し
た
と
の
報
告
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
同
年
四
月
一
日
に
警
察
庁
内
部
部
局
、
各
附
属
機
関
、
各
地
方
機
関
及
び
各
都
道
府
県
警
察
に
対
し
、
会
計
文

書
の
亡
失
又
は
廃
棄
が
判
明
し
た
場
合
の
速
や
か
な
報
告
並
び
に
会
計
文
書
の
適
正
な
保
管
及
び
管
理
の
徹
底
を
指
示
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
降
、
会
計
文
書
を
亡
失
し
、
又
は
廃
棄
し
た
と
の
報
告
を
複
数
の
所
属
か
ら
受
け
た
こ
と

二



か
ら
、
警
察
庁
長
官
官
房
長
か
ら
庁
内
各
局
部
課
長
、
各
附
属
機
関
の
長
、
各
地
方
機
関
の
長
及
び
各
都
道
府
県
警
察
の
長

に
対
し
、
会
計
文
書
の
適
正
な
保
管
及
び
管
理
に
つ
い
て
通
達
し
た
。

三
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て

保
存
期
間
満
了
前
の
会
計
文
書
を
亡
失
し
、
又
は
廃
棄
し
た
警
察
職
員
の
所
属
、
当
該
事
案
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
警
察
庁
が
平
成
十
六
年
七
月
に
行
っ
た
調
査
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
二
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
に

つ
い
て
で
お
答
え
し
た
も
の
の
ほ
か
、
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

各
都
道
府
県
警
察
に
お
け
る
行
政
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
規
程
（
以
下
「
文
書
管
理
規
程
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
く
保
存
期
間
が
満
了
す
る
前
で
あ
る
と
知
っ
て
い
た
が
、
保
存
期
間
満
了
日
ま
で
間
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

行
政
文
書
と
し
て
利
用
す
る
可
能
性
が
な
い
と
誤
っ
て
判
断
し
て
廃
棄
し
た
者
が
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
�
、
�
及
び
１０
に
つ
い
て

警
察
に
お
い
て
は
、
保
存
期
間
満
了
前
の
会
計
文
書
を
適
切
に
保
存
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
当
該
文
書
を
亡

失
し
、
又
は
廃
棄
す
る
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三



保
存
期
間
満
了
前
の
会
計
文
書
を
亡
失
し
、
又
は
誤
っ
て
廃
棄
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に
刑
罰
法
令
に
抵
触
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
警
察
に
お
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
又
は
地
方
公
務
員
法
の
懲
戒
処
分
事
由
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
れ
ば
、
厳
正

に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
書
管
理
規
程
に
罰
則
規
定
は
存
在
し
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
保
存
期
間
満
了
前
の
会
計
文
書
を
亡
失
し
、
又
は
廃
棄
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
宮
城
県
警
察
、
警
視
庁
、
広
島
県

警
察
及
び
愛
知
県
警
察
に
お
い
て
計
四
名
が
戒
告
処
分
と
な
っ
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

二
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
偽
造
領
収
書
」
と
は
、
国
費
捜
査
費
及
び
県
費
捜
査
費
の
支
払
に
関
し
、
真
実
の
支
払
が
な
い
の
に
、
又
は

真
実
の
支
払
は
あ
っ
た
が
、
現
実
の
受
領
者
に
よ
ら
ず
、
警
察
職
員
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
領
収
書
を
指
す
と
考
え
る
が
、
警

察
庁
が
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
平
成
十
年
度
以
降
の
枚
数
は
、
別
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
四
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
国
家
公
安
委
員
会
の
定
例
会
議
に
お
い
て
、
九
州
管
区
警
察
局
に
お
け
る
会
計

四



文
書
廃
棄
事
案
に
関
し
、
委
員
か
ら
「
非
常
に
遺
憾
な
事
案
で
あ
る
。
説
明
で
は
隠
ぺ
い
の
た
め
の
意
図
的
な
廃
棄
で
は
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
人
は
そ
の
よ
う
な
説
明
を
信
用
し
な
い
と
思
う
。
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
厳

重
に
引
き
締
め
て
も
ら
い
た
い
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
国
家
公
安
委
員
会
の
定
例
会
議
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
「
会
計
文
書
の

廃
棄
の
件
に
つ
い
て
、
報
告
で
は
、
旅
行
関
係
文
書
を
廃
棄
し
た
部
署
が
多
い
よ
う
だ
が
、
他
の
文
書
が
廃
棄
さ
れ
ず
に
残

っ
て
い
る
の
に
、
旅
行
関
係
文
書
等
特
定
の
文
書
だ
け
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
何
故
か
。
意
図
的
な
も
の
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
の
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

六
に
つ
い
て

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
会
計
文
書
の
適
正
な
保
管
及
び
管
理
に
つ
い
て
周
知
徹
底
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
厳
粛
に
受

け
止
め
て
い
る
。
ま
た
、
会
計
経
理
の
適
正
化
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
領
収
書
に
係
る
不
適
正
事
案
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
警
察
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
に
対
し
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
四
日
に
行
っ
た
指
示
の
徹
底
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
し
て
警
察
庁
長
官
注
意
を
行
っ
た
。

五



七
に
つ
い
て

警
察
の
組
織
や
業
務
に
精
通
し
て
い
る
者
が
監
察
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
実
効
あ
る
監
察
は
で
き
な
い
こ
と
、
不
祥
事
の
調

査
は
捜
査
活
動
と
密
接
に
関
連
す
る
場
合
が
多
く
警
察
以
外
の
組
織
が
行
う
の
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
、
厳
正
な
処
分
を
行

う
た
め
に
は
監
察
と
人
事
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
部
監
察
に
つ
い
て
は
、
適
当
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

な
お
、
警
察
の
会
計
経
理
に
つ
い
て
は
、
会
計
検
査
院
に
よ
る
検
査
及
び
都
道
府
県
の
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

六
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